
企業の事業概況や経理の状況など、投資判断に有用な情報を記した文書
本研究で対象とした有価証券報告書には １文書あたり平均217件  合計8,673件 の表が含まれていた

多種多様で複雑な表を多く含む文書から情報を機械的に抽出することは困難

有価証券報告書とは

表のセルを自然言語の文に変換することが困難な表について有価証券報告書内の

詳細で正確な実態が明らかになっていない

機械判読が困難な表

NTCIR-17 UFOのサブタスクである
TDE(Table Data Extraction) データセットで非対象とした表

機械判読が容易な表

NTCIR-17 UFOのサブタスクである
TDE(Table Data Extraction) データセットで対象とした表

有価証券報告書に含まれる表のセルを自然言語の文に変換することが困難な表について、

                                               を明らかにする機械判読が困難な表の特徴 機械判読が困難な表が含まれる割合

機械判読が困難な表とは

３名のアノテーターによって、表の各セルをAttribute, Header, Data のいずれかのクラスに分類

3種類のクラスを過不足なく抽出することが不可能だったケースの特徴を分類し、集計

門脇らによる研究

l 2人のアノテーターによる分析
l アノテーターの判断の正確性を検

証していない(のべ数による集計)

分析の結果、有価証券報告書に含まれる機械判読が困難な表は、
5種類に分類することが適当であるとわかった

本研究

l 3人のアノテーターによる分析
l 過半数の判断を採用し、より正確に集計
l 3人の判断がどの程度一致しているか

Kappa値を算出して検証

それぞれのタイプにおけるKappa値
(評価者3人の判定一致度)

有価証券報告書の分析・機械判読が困難な表の分類・集計

有価証券報告書を対象とした機械判読が困難な表構造の分析
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小見出し行を含む表 複数のHeaderやAttributeをもつセルを含む表

2,020件 / 23.3% 

不要な空白セルを含む表

1,503件 / 17.3% 

非スカラ値の（単一の値ではない)セルを含む表

186件 / 2.1% 

特殊な形の表

227件 / 2.6%

1,666件 / 19.2% 

機械判読が困難な表の特徴・それぞれの割合


